











No書　　名著　　者 成書 依拠 自序 他叙 目次雑説 原文 音注 小注 改行句点 読点 符号 篇旨 特異
一字
下 蹟









51荘子筒陳継儒 1639明末 × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × O ○ ×
???
×
52薬地炮荘方以智 1644清初 × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ ×
53南華真経黄正位 1644清初 × ×
???
× ○ ○ × × × × × ○ × × ×
54荘子因林雲銘 1663清初 ○ ×
???
○ ○ ○ ○ × ○
??? ○ × ??? ??? ×
55頭書荘子菅玄同 1665清初 ○ ○
???





56荘子解王夫之 1669清初 × ○
???
× O ○ ○ × × × × ○ × ○ ×
57荘子通王夫之 1669清初 ○ × ○ × × × × × × × × ○ × × ×
58荘子之学馬　　騒 1670清初 × × × ○ ○ ×
???
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?，???????????????? ? ??? ???
〔本文〕は：
①：篇名
②：篇旨
③：原文（小注・音注・頭注・圏点を含む）
より成る。
　　　　　　　　一117一
※2
平木・真快
　　　　①《篇名》は，例如「迫遙遊」，以下同例。原文より2字下げ。
　　　　②《篇旨》は，小文字2行。篇名の下に記す。概ね，簡略。
　　　　③《原文》は，各篇を紗録する。目次に，それぞれの鉛録分量を記
　　　　　す。例如：「迫遙遊，内篇，分録五節」。小注は，小文字2行。
　　　　　音注あり。頭注は，小文字8段。圏点は，5種あり：
　　　　　　　ぐノぐノぐノリ　　　　　　　ロロロロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□□ロ
　　　　　　　セ　　ち　　セ　　ち　　　　　　　□□□□
　　　　　　　り　　り　　も　　り　　　　　　　［コロロロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口□□□
　　　　概ね，大段落毎に小評を付す（小文字2行。原文より1字下げ。）。
　本書は，全体に句点あり（句点は読点を兼ねる〉。読点なし。改行なし。
蹟なし。
1993－09－28，《其の5》浄書，待続。
一118一
